
令和５年度　事務事業調書（評価対象事業） 2023基準年度： 232

市が保有する施設の整備を設計、発注し、監督する。

指標名 単位 年度

公園整備事業（補助）

開始年度 0 終了年度 9999
目的 快適で潤いのある都市環境の整備、利便性の高い多目的な公園・緑地の整備、災害時における災害応急対策拠点としての整備する。また、自然を生かしなが

ら極力維持管理費のかからない公園を目指す。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

R5年度
事業名

部署名 公園住宅課

西山公園や大谷公園などの大規模公園の改築や施設整備を計画的に行う。概要

法令等
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

民間等委託（全部）現在

指標名 単位 年度
成果指標

前年度
ランク
B、Ｃの
理由

ランク A A A

総合戦略
体系　

413 安心で快適に暮らせるまちの創造 魅力あふれるまちなかの創造 西山公園の充実

20242023202220212020

20242023202220212020

公園整備事業（補助）R4年度
事業名

供用開始都市公園等面積 目標値 8787 87 87 87ｈa
実績値 87 87 87

公園施設の工事実施率 ％ 目標値 7１ 2 5 4

計算
根拠

当該年度の工事実施箇所数/当該年度の計画箇所数

実績値 1 2 5
達成率 100 100 100
実数値 1/1 2/2 5/5
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令和５年度　事務事業調書（評価対象事業） 2023基準年度： 232

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

会計

事業タイ

経費区分

タ
イ
プ

一般会計

補助（国）事業

普通建設事業費決算額

10,000
事
業
費

38,000予算額

10,000

【単位：千円】

42,913

76,20042,913

76,200

69,200

区分

69,200

正規職員

会計年度職員

※所要時間

0.6

0

事
業
要
員

8 4 3１

２

４

501 公園整備事業費（補助） 25,000 25,000

8 4 3 755 13,000

款 項 目 事業 Ｒ5年度事業名 予算書額 うち事業額（千円）

社会資本整備総合交付金　50％ 19,000１

２

Ｒ5年度補助金等名称 金額（千円）

３

38,000

４

５以降

５以降

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

３
歳
出
予
算

No

合計

No

補
助
金
等

19,000合計

2019 2020 2021 2022 2023

取組選択
年度

実施状況

不可能不可能

未実施未実施

不可能 不可能

未実施 未実施

不可能

未実施

【提案型市民主役事業実施】 R5年度
事業名

市民主役事業にかかる額（単位千円）： 0

【単位：千円】

取組可能な事業の詳細⇒

R6年度
事業名

市民主役事業にかかる額（単位千円）： 0

20242023202220212020

法令等により実施することが義務付けられているか。
（１はい・０いいえ）

行政が実施すべき事業か。
（１はい・０いいえ）

住民等のニーズは増えているか。
（２増加する見込み・１横ばい・０減少する見込み）

国・県または民間のサービスと競合している事業があるか。
（１ない・０ある）

事務事業の中で、目的や概要が類似する事務事業があるか。
（１ない・０ある）

有
効
性

効
率
性

改善を行い、コストの削減を図っているのか。（２節減できている・１横ばい・０増加し
ている）

デジタル技術を活用するなど業務効率は向上しているのか。
（２向上している・１横ばい・０低下している）

財源（補助金等、受益者負担など）を確保しているか。
（１いる・０いない）

成果は目標を達成できているか。
（２目標を達成できている・１進展している・０目標に向かっていない）

社会資本整備事業　 C=25,000千円
　西山公園（園路改修）20,000千円、有定第一公園（遊具更新）2,400千円、
　御幸第三公園（遊具更新）1,200千円、東鯖江第一公園（遊具更新）1,400千円
社会資本整備事業（繰越）　 C=13,000千円
　日野川緑地公園（遊具更新）5,200千円、丸山公園（遊具更新）2,500千円、西公園（遊具更新）1,500千円、

R5方向性⇒ 維持

〇社会資本整備事業(繰越)　C＝30,000千円
　西山公園（遊具更新、園路改修）16,500千円、丸山公園（遊具更新）5,400千円、南公園（遊具更新）8,100千円
〇社会資本整備事業(当初)　C＝33,200千円
　西山公園(園路改修)13,700千円、南公園(遊具更新)2,100千円、中山公園(遊具更新)11,100千円、東公園(休憩所更新)6,300千円
〇社会資本整備事業(補正)　C＝6,000千円

取組
内容

R4年度
の実績

市内の１９３箇所の都市公園には３８５基の遊具が設置されており使用見込み期限を過ぎ劣化が著しい遊具から優先して更新する。あわせて地域住民の意見を聞き
ながらダウンサイジングや集約などにより適切な遊具の配置を進めていく必要がある。

R4年度実績とR5年度の経過を踏まえた課題

特になし

実績と課題を踏まえたR6年度の変更点

今
年
度

来
年
度
へ
向
け
て

CHECK（次年度方向性の目安）とR6年度方向性が異なる場合には、その理由

合計
点数 点数区分

次年度方向性の
目安 判定

0点～8点

9点～16点

事務改善または
廃止・休止
維持または
事務改善

業務プロセス（進め方・手続き）の向上を図っているのか。
（２向上している・１横ばい・０低下している）

市民団体や事業者に業務委託しているか。
（１いる・０いない）

はい いいえ

はい いいえ

増加する見込み 横ばい 減少する見込み

ない ある

節減できている 横ばい 増加している

向上している 横ばい 低下している

向上している 横ばい 低下している

いる いない

目標を達成できている 進展している 目標に向かっていない

いる いない

14 維持または事務改善

R6方向性⇒ 維持

ない ある
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令和５年度　事務事業調書（評価対象事業） 2023基準年度： 239

市が保有する施設の整備を設計、発注し、監督する。

指標名 単位 年度

公園維持補修事業

開始年度 0 終了年度 9999
目的 公園利用者の利便性、安全性の確保を図る。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

R5年度
事業名

部署名 公園住宅課

公園施設の維持管理（遊具、フェンス等）を行う。概要

法令等
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

民間等委託（一部）現在

指標名 単位 年度
成果指標

前年度
ランク
B、Ｃの
理由

ランク A A A

総合戦略
体系　

413 安心で快適に暮らせるまちの創造 魅力あふれるまちなかの創造 西山公園の充実

20242023202220212020

20242023202220212020

公園維持補修事業R4年度
事業名

管理する公園の数 目標値 206201 203 206 206箇所
実績値 203 203 206

点検で危険個所となった施設補修 個所 目標値 510 10 10 2

計算
根拠

補修個所数/補修目標個所数

実績値 13 10 12
達成率 130 100 120
実数値
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令和５年度　事務事業調書（評価対象事業） 2023基準年度： 239

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

会計

事業タイ

経費区分

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

維持補修費決算額

4,134
事
業
費

1,650予算額

4,133

【単位：千円】

4,293

3,4154,302

3,415

8,600

区分

8,591

正規職員

会計年度職員

※所要時間

0.5

0

事
業
要
員

8 4 3１

２

４

401 公園施設維持補修費 4,460 1,650

款 項 目 事業 Ｒ5年度事業名 予算書額 うち事業額（千円）

１

２

Ｒ5年度補助金等名称 金額（千円）

３

1,650

４

５以降

５以降

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

３
歳
出
予
算

No

合計

No

補
助
金
等

0合計

2019 2020 2021 2022 2023

取組選択
年度

実施状況

不可能不可能

未実施未実施

不可能 不可能

未実施 未実施

不可能

未実施

【提案型市民主役事業実施】 R5年度
事業名

市民主役事業にかかる額（単位千円）： 0

【単位：千円】

取組可能な事業の詳細⇒

R6年度
事業名

市民主役事業にかかる額（単位千円）： 0

20242023202220212020

法令等により実施することが義務付けられているか。
（１はい・０いいえ）

行政が実施すべき事業か。
（１はい・０いいえ）

住民等のニーズは増えているか。
（２増加する見込み・１横ばい・０減少する見込み）

国・県または民間のサービスと競合している事業があるか。
（１ない・０ある）

事務事業の中で、目的や概要が類似する事務事業があるか。
（１ない・０ある）

有
効
性

効
率
性

改善を行い、コストの削減を図っているのか。（２節減できている・１横ばい・０増加し
ている）

デジタル技術を活用するなど業務効率は向上しているのか。
（２向上している・１横ばい・０低下している）

財源（補助金等、受益者負担など）を確保しているか。
（１いる・０いない）

成果は目標を達成できているか。
（２目標を達成できている・１進展している・０目標に向かっていない）

公園施設（フェンス、外灯、遊戯施設等）の調査、点検等により把握した劣化・損傷箇所を計画的に修繕、更新を行ない、施設の安全性と長寿命化を図る。

R5方向性⇒ 維持

修繕施設数　１２施設

取組
内容

R4年度
の実績

使用見込み期限を超え老朽化が著しく改修が必要な施設から順次計画的に更新していく必要がある。

R4年度実績とR5年度の経過を踏まえた課題

特になし

実績と課題を踏まえたR6年度の変更点

今
年
度

来
年
度
へ
向
け
て

CHECK（次年度方向性の目安）とR6年度方向性が異なる場合には、その理由

合計
点数 点数区分

次年度方向性の
目安 判定

0点～8点

9点～16点

事務改善または
廃止・休止
維持または
事務改善

業務プロセス（進め方・手続き）の向上を図っているのか。
（２向上している・１横ばい・０低下している）

市民団体や事業者に業務委託しているか。
（１いる・０いない）

はい いいえ

はい いいえ

増加する見込み 横ばい 減少する見込み

ない ある

節減できている 横ばい 増加している

向上している 横ばい 低下している

向上している 横ばい 低下している

いる いない

目標を達成できている 進展している 目標に向かっていない

いる いない

12 維持または事務改善

R6方向性⇒ 維持

ない ある

4 ページ



令和５年度　事務事業調書（評価対象事業） 2023基準年度： 249

動物園の飼料用竹採取、業務補助、施設管理の委託、施設の維持補修工事を行う。

指標名 単位 年度

動物園施設管理運営事業

開始年度 0 終了年度 9999
目的 動物園施設を適正に管理することにより、市民生活に潤いを与えるため

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

R5年度
事業名

部署名 公園住宅課

レッサーパンダ１４頭、フランソワルトン６頭など哺乳類４種類３６頭、およびキンケイ、ギンケイ、クジャクなど鳥類７種１９羽を飼育する。概要

法令等
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

市直営現在

指標名 単位 年度
成果指標

前年度
ランク
B、Ｃの
理由

ランク B A

総合戦略
体系　

413 安心で快適に暮らせるまちの創造 魅力あふれるまちなかの創造 西山公園の充実

20242023202220212020

20242023202220212020

動物園施設管理運営事業R4年度
事業名

西山動物園のPR活動数 目標値 100100 100 100回
実績値 200 150

来園者数 千人 目標値 190150 130 190

計算
根拠

入園者実績
R3から評価対象事務に変更

実績値 120 188
達成率 80 144.6
実数値

5 ページ



令和５年度　事務事業調書（評価対象事業） 2023基準年度： 249

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

会計

事業タイ

経費区分

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

物件費決算額

16,244
事
業
費

19,095予算額

16,133

【単位：千円】

17,327

17,81417,813

17,574

18,898

区分

18,582

正規職員

会計年度職員

※所要時間

5

0

2

事
業
要
員

8 4 3１

２

４

202 動物園管理運営費 19,095 19,095

款 項 目 事業 Ｒ5年度事業名 予算書額 うち事業額（千円）

１

２

Ｒ5年度補助金等名称 金額（千円）

３

19,095

４

５以降

５以降

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

３
歳
出
予
算

No

合計

No

補
助
金
等

0合計

2019 2020 2021 2022 2023

取組選択
年度

実施状況

不可能不可能

未実施未実施

不可能 不可能

未実施 未実施

不可能

未実施

【提案型市民主役事業実施】 R5年度
事業名

市民主役事業にかかる額（単位千円）： 0

【単位：千円】

取組可能な事業の詳細⇒

R6年度
事業名

市民主役事業にかかる額（単位千円）： 0

20242023202220212020

法令等により実施することが義務付けられているか。
（１はい・０いいえ）

行政が実施すべき事業か。
（１はい・０いいえ）

住民等のニーズは増えているか。
（２増加する見込み・１横ばい・０減少する見込み）

国・県または民間のサービスと競合している事業があるか。
（１ない・０ある）

事務事業の中で、目的や概要が類似する事務事業があるか。
（１ない・０ある）

有
効
性

効
率
性

改善を行い、コストの削減を図っているのか。（２節減できている・１横ばい・０増加し
ている）

デジタル技術を活用するなど業務効率は向上しているのか。
（２向上している・１横ばい・０低下している）

財源（補助金等、受益者負担など）を確保しているか。
（１いる・０いない）

成果は目標を達成できているか。
（２目標を達成できている・１進展している・０目標に向かっていない）

鯖江市民の憩いの場、また、市内最大の観光拠点として、動物園施設の適切な維持管理に努め、利用者の満足度向上と来園者の増加を図る。

R5方向性⇒ 維持

動物園におけるレッサーパンダをはじめとした飼育動物の飼育管理ならびに施設の運営を行い、約１８万人の利用者数であった。

取組
内容

R4年度
の実績

コロナ禍による行動制限がなくなり、今後もより快適で安全な施設管理運営に努め、利用者の満足度向上や来園者の増加に努める必要がある。

R4年度実績とR5年度の経過を踏まえた課題

特になし

実績と課題を踏まえたR6年度の変更点

今
年
度

来
年
度
へ
向
け
て

CHECK（次年度方向性の目安）とR6年度方向性が異なる場合には、その理由

合計
点数 点数区分

次年度方向性の
目安 判定

0点～8点

9点～16点

事務改善または
廃止・休止
維持または
事務改善

業務プロセス（進め方・手続き）の向上を図っているのか。
（２向上している・１横ばい・０低下している）

市民団体や事業者に業務委託しているか。
（１いる・０いない）

はい いいえ

はい いいえ

増加する見込み 横ばい 減少する見込み

ない ある

節減できている 横ばい 増加している

向上している 横ばい 低下している

向上している 横ばい 低下している

いる いない

目標を達成できている 進展している 目標に向かっていない

いる いない

12 維持または事務改善

R6方向性⇒ 維持

ない ある

6 ページ



令和５年度　事務事業調書（評価対象事業） 2023基準年度： 2543

市営住宅の長寿命化改修工事の設計、監督

指標名 単位 年度

市営住宅ストック総合改善事業

開始年度 2008 終了年度 9999
目的 市営住宅改善事業の実施により、長寿命化およびライフサイクルコストの縮減を図り、安全で安心な居住環境を確保する。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

R5年度
事業名

部署名 公園住宅課

鯖江市営住宅長寿命化計画に基づき、市営住宅の長寿命化事業を行う。社会資本整備工合交付金の基幹事業として福井県地域住宅等整備計画（R３～
R７）に基づき実施する。
・R3：新町A棟（外装改修）
・R4：定次D棟（外壁改修）、鳥羽団地集会所（トイレバリアフリー）
・R5：定次A棟（外壁改修）

概要

法令等
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

民間等委託（全部）現在

指標名 単位 年度
成果指標

前年度
ランク
B、Ｃの
理由

ランク A A A

総合戦略
体系　

436 安心で快適に暮らせるまちの創造 強靭で安全・安心なまち 公共施設等の長寿命化

20242023202220212020

20242023202220212020

市営住宅ストック総合改善事業R4年度
事業名

工事説明会等による入居者への周知　 目標値 12 1 2 1回
実績値 2 1 2

改修工事 棟 目標値 12 1 2 1

計算
根拠

実施件数/目標件数

実績値 2 1 2
達成率 100 100 100
実数値
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令和５年度　事務事業調書（評価対象事業） 2023基準年度： 2543

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

会計

事業タイ

経費区分

タ
イ
プ

一般会計

補助（国）事業

維持補修費決算額

40,000
事
業
費

22,000予算額

31,860

【単位：千円】

34,527

38,00035,000

32,924

42,000

区分

32,043

正規職員

会計年度職員

※所要時間 150

事
業
要
員

8 6 2１

２

４

510 市営住宅ストック総合改善事業費 22,000 22,000

款 項 目 事業 Ｒ5年度事業名 予算書額 うち事業額（千円）

【国費】社会資本整備総合交付金 3,100１

２

Ｒ5年度補助金等名称 金額（千円）

３

22,000

４

５以降

５以降

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

３
歳
出
予
算

No

合計

No

補
助
金
等

3,100合計

2019 2020 2021 2022 2023

取組選択
年度

実施状況

不可能不可能

未実施未実施

不可能 不可能

未実施 未実施

不可能

未実施

【提案型市民主役事業実施】 R5年度
事業名

市民主役事業にかかる額（単位千円）： 0

【単位：千円】

取組可能な事業の詳細⇒

R6年度
事業名

市民主役事業にかかる額（単位千円）： 0

20242023202220212020

法令等により実施することが義務付けられているか。
（１はい・０いいえ）

行政が実施すべき事業か。
（１はい・０いいえ）

住民等のニーズは増えているか。
（２増加する見込み・１横ばい・０減少する見込み）

国・県または民間のサービスと競合している事業があるか。
（１ない・０ある）

事務事業の中で、目的や概要が類似する事務事業があるか。
（１ない・０ある）

有
効
性

効
率
性

改善を行い、コストの削減を図っているのか。（２節減できている・１横ばい・０増加し
ている）

デジタル技術を活用するなど業務効率は向上しているのか。
（２向上している・１横ばい・０低下している）

財源（補助金等、受益者負担など）を確保しているか。
（１いる・０いない）

成果は目標を達成できているか。
（２目標を達成できている・１進展している・０目標に向かっていない）

前年度に引続き、市営住宅定次A棟〔外壁、ベランダ防水〕の長寿命化およびライフサイクルコストの縮減を図り、安全で安心な居住環境を確保し、良質な
ストック形成を行う。

R5方向性⇒ 維持

定次団地D棟（外壁改修）の工事実施

取組
内容

R4年度
の実績

特になし

R4年度実績とR5年度の経過を踏まえた課題

特になし

実績と課題を踏まえたR6年度の変更点

今
年
度

来
年
度
へ
向
け
て

CHECK（次年度方向性の目安）とR6年度方向性が異なる場合には、その理由

合計
点数 点数区分

次年度方向性の
目安 判定

0点～8点

9点～16点

事務改善または
廃止・休止
維持または
事務改善

業務プロセス（進め方・手続き）の向上を図っているのか。
（２向上している・１横ばい・０低下している）

市民団体や事業者に業務委託しているか。
（１いる・０いない）

はい いいえ

はい いいえ

増加する見込み 横ばい 減少する見込み

ない ある

節減できている 横ばい 増加している

向上している 横ばい 低下している

向上している 横ばい 低下している

いる いない

目標を達成できている 進展している 目標に向かっていない

いる いない

14 維持または事務改善

R6方向性⇒ 維持

ない ある
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令和５年度　事務事業調書（評価対象事業） 2023基準年度： 2592

公園の簡易な整備を、市が資材等を提供し、地元の労力奉仕で実施する。

指標名 単位 年度

公園整備市民協働事業

開始年度 2008 終了年度 9999
目的 都市公園の環境美化と簡易な整備を、市民と協働で実施する。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

R5年度
事業名

部署名 公園住宅課

市が花壇の資材や花苗・肥料などを支給し、自治会等が整備や花の維持管理を行う。概要

法令等
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

市直営現在

指標名 単位 年度
成果指標

前年度
ランク
B、Ｃの
理由

ランク A A A

総合戦略
体系　

413 安心で快適に暮らせるまちの創造 魅力あふれるまちなかの創造 西山公園の充実

20242023202220212020

20242023202220212020

公園整備市民協働事業R4年度
事業名

広報誌等による周知回数 目標値 22 2 2 2回
実績値 2 2 2

公園整備市民協働事業の実施件数 件 目標値 1913 16 17 18

計算
根拠

消耗品・原材料の支給数

実績値 16 16 17
達成率 123.1 100 100
実数値
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令和５年度　事務事業調書（評価対象事業） 2023基準年度： 2592

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

会計

事業タイ

経費区分

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

物件費決算額

800
事
業
費

700予算額

511

【単位：千円】

492

800800

376

700

区分

482

正規職員

会計年度職員

※所要時間

0.01

0

事
業
要
員

8 4 3１

２

４

201 公園管理事務諸経費 144,127 400

8 4 3 401 公園施設維持補修費 4,460 300

款 項 目 事業 Ｒ5年度事業名 予算書額 うち事業額（千円）

１

２

Ｒ5年度補助金等名称 金額（千円）

３

700

４

５以降

５以降

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

３
歳
出
予
算

No

合計

No

補
助
金
等

0合計

2019 2020 2021 2022 2023

取組選択
年度

実施状況

不可能不可能

未実施未実施

不可能 不可能

未実施 未実施

不可能

未実施

【提案型市民主役事業実施】 R5年度
事業名

市民主役事業にかかる額（単位千円）： 0

【単位：千円】

取組可能な事業の詳細⇒

R6年度
事業名

市民主役事業にかかる額（単位千円）： 0

20242023202220212020

法令等により実施することが義務付けられているか。
（１はい・０いいえ）

行政が実施すべき事業か。
（１はい・０いいえ）

住民等のニーズは増えているか。
（２増加する見込み・１横ばい・０減少する見込み）

国・県または民間のサービスと競合している事業があるか。
（１ない・０ある）

事務事業の中で、目的や概要が類似する事務事業があるか。
（１ない・０ある）

有
効
性

効
率
性

改善を行い、コストの削減を図っているのか。（２節減できている・１横ばい・０増加し
ている）

デジタル技術を活用するなど業務効率は向上しているのか。
（２向上している・１横ばい・０低下している）

財源（補助金等、受益者負担など）を確保しているか。
（１いる・０いない）

成果は目標を達成できているか。
（２目標を達成できている・１進展している・０目標に向かっていない）

市民の公園里親制度への理解を得ながら、事業を推進し、市民協働で公園を管理することで、公園に愛着をもっていただくとともに、公園維持管理費の縮
減を図る。

R5方向性⇒ 事務改善（市民等との協働を導入・拡大）

資材等支給数　１７箇所

取組
内容

R4年度
の実績

公園が市民の憩いの場となるように、景観修景を市民協働で取り組み、より快適で安全な公園づくりに努める必要がある。

R4年度実績とR5年度の経過を踏まえた課題

特になし

実績と課題を踏まえたR6年度の変更点

今
年
度

来
年
度
へ
向
け
て

CHECK（次年度方向性の目安）とR6年度方向性が異なる場合には、その理由

合計
点数 点数区分

次年度方向性の
目安 判定

0点～8点

9点～16点

事務改善または
廃止・休止
維持または
事務改善

業務プロセス（進め方・手続き）の向上を図っているのか。
（２向上している・１横ばい・０低下している）

市民団体や事業者に業務委託しているか。
（１いる・０いない）

はい いいえ

はい いいえ

増加する見込み 横ばい 減少する見込み

ない ある

節減できている 横ばい 増加している

向上している 横ばい 低下している

向上している 横ばい 低下している

いる いない

目標を達成できている 進展している 目標に向かっていない

いる いない

10 維持または事務改善

R6方向性⇒ 維持

ない ある
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令和５年度　事務事業調書（評価対象事業） 2023基準年度： 3066

提案型市民主役事業により、西山公園嚮陽庭園の松堂庵で有料の呈茶のサービスを実
施する。

指標名 単位 年度

西山公園松堂庵呈茶もてなし事業

開始年度 2012 終了年度 9999
目的 西山公園嚮陽庭園に整備する茶室「松堂庵」と「松堂亭」で来園者に呈茶のサービスを行うことにより、西山公園および茶室の利用を促進するとともに西山公

園の魅力を増進する。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

R5年度
事業名

部署名 公園住宅課

提案型市民主役事業により、４月から１１月にかけて、有料で呈茶のサービスを実施する。なお、水は、県の「ふくいのおいしい水」に認定された「榎清水」、「桃
源清水」、「三場坂清水」の水を使用する。

概要

法令等
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

民間等委託（全部）現在

指標名 単位 年度
成果指標

前年度
ランク
B、Ｃの
理由

ランク - A A

総合戦略
体系　

413 安心で快適に暮らせるまちの創造 魅力あふれるまちなかの創造 西山公園の充実

20242023202220212020

20242023202220212020

西山公園松堂庵呈茶もてなし事業R4年度
事業名

実施回数 目標値 2020 20 20 20回
実績値 - 20 20

年間利用者数 人 目標値 1,0001,000 500 500 1,000

計算
根拠

実績値 - 704 1,052
達成率 - 140.8 210.4
実数値
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令和５年度　事務事業調書（評価対象事業） 2023基準年度： 3066

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

会計

事業タイ

経費区分

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

物件費決算額

380
事
業
費

380予算額

380

【単位：千円】

0

380380

380

380

区分

380

正規職員

会計年度職員

※所要時間

0.04

0

事
業
要
員

8 4 3１

２

４

201 公園管理事務諸経費 144,127 380

款 項 目 事業 Ｒ5年度事業名 予算書額 うち事業額（千円）

１

２

Ｒ5年度補助金等名称 金額（千円）

３

380

４

５以降

５以降

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

３
歳
出
予
算

No

合計

No

補
助
金
等

0合計

2019 2020 2021 2022 2023

取組選択
年度

実施状況

可能不可能

未実施未実施

可能 可能

実施 実施

可能

実施

【提案型市民主役事業実施】 R5年度
事業名

市民主役事業にかかる額（単位千円）：

西山公園松堂庵呈茶もてなし事業

380

【単位：千円】

取組可能な事業の詳細⇒

R6年度
事業名

西山公園松堂庵呈茶もてなし事業

市民主役事業にかかる額（単位千円）： 380

20242023202220212020

法令等により実施することが義務付けられているか。
（１はい・０いいえ）

行政が実施すべき事業か。
（１はい・０いいえ）

住民等のニーズは増えているか。
（２増加する見込み・１横ばい・０減少する見込み）

国・県または民間のサービスと競合している事業があるか。
（１ない・０ある）

事務事業の中で、目的や概要が類似する事務事業があるか。
（１ない・０ある）

有
効
性

効
率
性

改善を行い、コストの削減を図っているのか。（２節減できている・１横ばい・０増加し
ている）

デジタル技術を活用するなど業務効率は向上しているのか。
（２向上している・１横ばい・０低下している）

財源（補助金等、受益者負担など）を確保しているか。
（１いる・０いない）

成果は目標を達成できているか。
（２目標を達成できている・１進展している・０目標に向かっていない）

提案型市民主役事業より、４月から１１月の来園者の多い時期に東山の松堂庵等で呈茶サービスを行い、来園者が茶道にたしなむ機会を設けることで、西
山公園の魅力向上を図る。

R5方向性⇒ 維持

開催回数20回、年間利用者数 1,052人

取組
内容

R4年度
の実績

令和５年度はつつじまつりも開催されたことから、期間中多くの方が参加された。今後も事業のPRに努め、利用者の満足度向上を図る必要がある。

R4年度実績とR5年度の経過を踏まえた課題

令和４年度からコロナの行動制限も解除され、県外からの来場者も回復傾向にある。今後も来園者への呈茶サービスを通して、来園者へのおもてなしと西山公園の
魅力向上に努める。

実績と課題を踏まえたR6年度の変更点

今
年
度

来
年
度
へ
向
け
て

CHECK（次年度方向性の目安）とR6年度方向性が異なる場合には、その理由

合計
点数 点数区分

次年度方向性の
目安 判定

0点～8点

9点～16点

事務改善または
廃止・休止
維持または
事務改善

業務プロセス（進め方・手続き）の向上を図っているのか。
（２向上している・１横ばい・０低下している）

市民団体や事業者に業務委託しているか。
（１いる・０いない）

はい いいえ

はい いいえ

増加する見込み 横ばい 減少する見込み

ない ある

節減できている 横ばい 増加している

向上している 横ばい 低下している

向上している 横ばい 低下している

いる いない

目標を達成できている 進展している 目標に向かっていない

いる いない

10 維持または事務改善

R6方向性⇒ 維持

ない ある
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令和５年度　事務事業調書（評価対象事業） 2023基準年度： 3756

市が保有する施設の整備を設計、発注し、監督する。

指標名 単位 年度

公園整備事業（単独）

開始年度 0 終了年度 9999
目的 快適で潤いのある都市環境の整備、利便性の高い多目的な公園・緑地の整備を行う。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

R5年度
事業名

部署名 公園住宅課

街区公園・近隣公園等において公園施設の整備や改築を行う。概要

法令等
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

民間等委託（全部）現在

指標名 単位 年度
成果指標

前年度
ランク
B、Ｃの
理由

ランク A A A

総合戦略
体系　

413 安心で快適に暮らせるまちの創造 魅力あふれるまちなかの創造 西山公園の充実

20242023202220212020

20242023202220212020

公園整備事業（単独）R4年度
事業名

供用開始都市公園等面積 目標値 8787 87 87 87ｈa
実績値 87 87 87

公園施設の工事実施率 ％ 目標値 516 4 6 4

計算
根拠

当該年度の工事実施箇所数/当該年度の計画箇所数

実績値 16 4 6
達成率 100 100 100
実数値 16/16 4/4 6/6
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令和５年度　事務事業調書（評価対象事業） 2023基準年度： 3756

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

会計

事業タイ

経費区分

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

普通建設事業費決算額

事
業
費

54,200予算額

【単位：千円】

7,274

13,4247,274

13,423

29,044

区分

9,385

正規職員

会計年度職員

※所要時間

0.6

0

事
業
要
員

8 4 3１

２

４

502 公園整備事業費（単独） 43,600 43,100

8 4 3 11,100

款 項 目 事業 Ｒ5年度事業名 予算書額 うち事業額（千円）

１

２

Ｒ5年度補助金等名称 金額（千円）

３

54,200

４

５以降

５以降

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

３
歳
出
予
算

No

合計

No

補
助
金
等

0合計

2019 2020 2021 2022 2023

取組選択
年度

実施状況

不可能不可能

未実施未実施

不可能 不可能

未実施 未実施

不可能

未実施

【提案型市民主役事業実施】 R5年度
事業名

市民主役事業にかかる額（単位千円）： 0

【単位：千円】

取組可能な事業の詳細⇒

R6年度
事業名

市民主役事業にかかる額（単位千円）： 0

20242023202220212020

法令等により実施することが義務付けられているか。
（１はい・０いいえ）

行政が実施すべき事業か。
（１はい・０いいえ）

住民等のニーズは増えているか。
（２増加する見込み・１横ばい・０減少する見込み）

国・県または民間のサービスと競合している事業があるか。
（１ない・０ある）

事務事業の中で、目的や概要が類似する事務事業があるか。
（１ない・０ある）

有
効
性

効
率
性

改善を行い、コストの削減を図っているのか。（２節減できている・１横ばい・０増加し
ている）

デジタル技術を活用するなど業務効率は向上しているのか。
（２向上している・１横ばい・０低下している）

財源（補助金等、受益者負担など）を確保しているか。
（１いる・０いない）

成果は目標を達成できているか。
（２目標を達成できている・１進展している・０目標に向かっていない）

公園施設の整備や改築を行い、安全性の確保と利便性の向上を図る。

R5方向性⇒ 維持

老朽化した遊具や灯具・フェンス等の改修および水路等の整備を行った。

取組
内容

R4年度
の実績

市民の要望に基づき施設整備を進め、より快適で安全な公園作りに努める必要がある。

R4年度実績とR5年度の経過を踏まえた課題

特になし

実績と課題を踏まえたR6年度の変更点

今
年
度

来
年
度
へ
向
け
て

CHECK（次年度方向性の目安）とR6年度方向性が異なる場合には、その理由

合計
点数 点数区分

次年度方向性の
目安 判定

0点～8点

9点～16点

事務改善または
廃止・休止
維持または
事務改善

業務プロセス（進め方・手続き）の向上を図っているのか。
（２向上している・１横ばい・０低下している）

市民団体や事業者に業務委託しているか。
（１いる・０いない）

はい いいえ

はい いいえ

増加する見込み 横ばい 減少する見込み

ない ある

節減できている 横ばい 増加している

向上している 横ばい 低下している

向上している 横ばい 低下している

いる いない

目標を達成できている 進展している 目標に向かっていない

いる いない

12 維持または事務改善

R6方向性⇒ 維持

ない ある

14 ページ



令和５年度　事務事業調書（評価対象事業） 2023基準年度： 3839

指標名 単位 年度

西山動物園充実事業

開始年度 2022 終了年度 9999
目的 西山動物園における「レッサーパンダのいえ」の利用率を高め動物園の利用者の増加に繋げる。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

R5年度
事業名

部署名 公園住宅課

レッサーパンダの生態や飼育している動物たちを紹介する映像等を製作し、「レッサーパンダのいえ」で上映する。概要

法令等
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

市直営現在

指標名 単位 年度
成果指標

前年度
ランク
B、Ｃの
理由

ランク A

総合戦略
体系　

413 安心で快適に暮らせるまちの創造 魅力あふれるまちなかの創造 西山公園の充実

20242023202220212020

20242023202220212020

西山動物園充実事業R4年度
事業名

写真展の開催回数 目標値 22 2回
実績値 2

来園者数 千人 目標値 190130 190

計算
根拠

実績値 188
達成率 144.6
実数値

15 ページ



令和５年度　事務事業調書（評価対象事業） 2023基準年度： 3839

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

会計

事業タイ

経費区分

タ
イ
プ

決算額

事
業
費

105予算額

【単位：千円】

800

区分

800

正規職員

会計年度職員

※所要時間

0.2

0

事
業
要
員

8 4 3１

２

４

202 動物園管理運営費 19,095 105

款 項 目 事業 Ｒ5年度事業名 予算書額 うち事業額（千円）

１

２

Ｒ5年度補助金等名称 金額（千円）

３

105

４

５以降

５以降

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

３
歳
出
予
算

No

合計

No

補
助
金
等

0合計

2019 2020 2021 2022 2023

取組選択
年度

実施状況

不可能

未実施

不可能

未実施

不可能

未実施

【提案型市民主役事業実施】 R5年度
事業名

市民主役事業にかかる額（単位千円）： 0

【単位：千円】

取組可能な事業の詳細⇒

R6年度
事業名

市民主役事業にかかる額（単位千円）： 0

20242023202220212020

法令等により実施することが義務付けられているか。
（１はい・０いいえ）

行政が実施すべき事業か。
（１はい・０いいえ）

住民等のニーズは増えているか。
（２増加する見込み・１横ばい・０減少する見込み）

国・県または民間のサービスと競合している事業があるか。
（１ない・０ある）

事務事業の中で、目的や概要が類似する事務事業があるか。
（１ない・０ある）

有
効
性

効
率
性

改善を行い、コストの削減を図っているのか。（２節減できている・１横ばい・０増加し
ている）

デジタル技術を活用するなど業務効率は向上しているのか。
（２向上している・１横ばい・０低下している）

財源（補助金等、受益者負担など）を確保しているか。
（１いる・０いない）

成果は目標を達成できているか。
（２目標を達成できている・１進展している・０目標に向かっていない）

「レッサーパンダのいえ」において、映像の上映を継続するほか写真展を２回行い、動物園の利用者の増加に繋げる。

R5方向性⇒ 維持

「レッサーパンダのいえ」で、レッサーパンダの生態や飼育している動物たちの映像を製作し上映するとともに、写真展を２回行った。

取組
内容

R4年度
の実績

冠山峠道路の開通や新幹線開業を契機に、より一層西山動物園のPRを行い、利用者の増加に努める必要がある。

R4年度実績とR5年度の経過を踏まえた課題

写真展に加えて、要望の多かった動物とのふれあい体験の充実および西山動物園の更なるＰＲツールとしてオリジナルグッズを作成する。

実績と課題を踏まえたR6年度の変更点

今
年
度

来
年
度
へ
向
け
て

CHECK（次年度方向性の目安）とR6年度方向性が異なる場合には、その理由

合計
点数 点数区分

次年度方向性の
目安 判定

0点～8点

9点～16点

事務改善または
廃止・休止
維持または
事務改善

業務プロセス（進め方・手続き）の向上を図っているのか。
（２向上している・１横ばい・０低下している）

市民団体や事業者に業務委託しているか。
（１いる・０いない）

はい いいえ

はい いいえ

増加する見込み 横ばい 減少する見込み

ない ある

節減できている 横ばい 増加している

向上している 横ばい 低下している

向上している 横ばい 低下している

いる いない

目標を達成できている 進展している 目標に向かっていない

いる いない

10 維持または事務改善

R6方向性⇒ 維持

ない ある

16 ページ



令和５年度　事務事業調書（評価対象事業） 2023基準年度： 3840

指標名 単位 年度

日野川緑地（左岸）整備事業

開始年度 2022 終了年度 9999
目的 市民が日常的にスポーツや健康づくり、レクレーションができる水辺の憩いの場として日野川左岸に河川公園を整備する。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

R5年度
事業名

部署名 公園住宅課

日野川左岸（有定橋～丹南橋）を河川公園として整備を行う。概要

法令等
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

民間等委託（一部）現在

指標名 単位 年度
成果指標

前年度
ランク
B、Ｃの
理由

ランク A

総合戦略
体系　

412 安心で快適に暮らせるまちの創造 魅力あふれるまちなかの創造 居住や都市機能の誘導

20242023202220212020

20242023202220212020

日野川緑地（左岸）整備事業R4年度
事業名

都市公園区域内の公園整備面積 目標値 6,0003,000 8,000m2
実績値 0

都市計画区域人口1人あたりの公園面積 m2 目標値 12.812.7 12.7

計算
根拠

実績値 12.6
達成率 99.2
実数値

17 ページ



令和５年度　事務事業調書（評価対象事業） 2023基準年度： 3840

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

会計

事業タイ

経費区分

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

普通建設事業費決算額

事
業
費

46,100予算額

【単位：千円】

22,000

区分

10,850

正規職員

会計年度職員

※所要時間

0.2

0

事
業
要
員

8 4 3１

２

４

502 公園整備事業費（単独） 43,600 35,000

8 4 3 751 11,100

款 項 目 事業 Ｒ5年度事業名 予算書額 うち事業額（千円）

１

２

Ｒ5年度補助金等名称 金額（千円）

３

46,100

４

５以降

５以降

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

３
歳
出
予
算

No

合計

No

補
助
金
等

0合計

2019 2020 2021 2022 2023

取組選択
年度

実施状況

不可能

未実施

不可能

未実施

不可能

未実施

【提案型市民主役事業実施】 R5年度
事業名

市民主役事業にかかる額（単位千円）： 0

【単位：千円】

取組可能な事業の詳細⇒

R6年度
事業名

市民主役事業にかかる額（単位千円）： 0

20242023202220212020

法令等により実施することが義務付けられているか。
（１はい・０いいえ）

行政が実施すべき事業か。
（１はい・０いいえ）

住民等のニーズは増えているか。
（２増加する見込み・１横ばい・０減少する見込み）

国・県または民間のサービスと競合している事業があるか。
（１ない・０ある）

事務事業の中で、目的や概要が類似する事務事業があるか。
（１ない・０ある）

有
効
性

効
率
性

改善を行い、コストの削減を図っているのか。（２節減できている・１横ばい・０増加し
ている）

デジタル技術を活用するなど業務効率は向上しているのか。
（２向上している・１横ばい・０低下している）

財源（補助金等、受益者負担など）を確保しているか。
（１いる・０いない）

成果は目標を達成できているか。
（２目標を達成できている・１進展している・０目標に向かっていない）

日野川左岸（有定橋～丹南橋）を河川公園として整備を行う。

R5方向性⇒ 維持

河川管理者と協議を行い、３月に河川占用許可を得、緑地整備工事を実施中であるが、河川協議に時間を要したため、８月頃の完成予定となった。

取組
内容

R4年度
の実績

日野川堤防強化事業と並行しての工事施工となるが、令和６年度完成を目指し、県と協力して整備を進める必要がある。

R4年度実績とR5年度の経過を踏まえた課題

公園利用者の利便性向上を図るため、公衆トイレを整備する。

実績と課題を踏まえたR6年度の変更点

今
年
度

来
年
度
へ
向
け
て

CHECK（次年度方向性の目安）とR6年度方向性が異なる場合には、その理由

合計
点数 点数区分

次年度方向性の
目安 判定

0点～8点

9点～16点

事務改善または
廃止・休止
維持または
事務改善

業務プロセス（進め方・手続き）の向上を図っているのか。
（２向上している・１横ばい・０低下している）

市民団体や事業者に業務委託しているか。
（１いる・０いない）

はい いいえ

はい いいえ

増加する見込み 横ばい 減少する見込み

ない ある

節減できている 横ばい 増加している

向上している 横ばい 低下している

向上している 横ばい 低下している

いる いない

目標を達成できている 進展している 目標に向かっていない

いる いない

12 維持または事務改善

R6方向性⇒ 維持

ない ある

18 ページ


